
令和 8(2026)年度後期 

全学共通科目履修登録の補足事項 
 

 全学共通科目履修登録の詳細は、国際高等教育院ウェブサイトに掲載されている「全学共通科

目履修の手引き」（以下、「手引き」）等を必ず確認してください。 

 本掲示は全学共通科目履修登録に関する手引き等の参照ページや補足事項をお知らせするもの

であり、履修登録日程のほか授業開始前に実施される予備登録の日程は掲載していません。関連

日程は「履修登録スケジュール」で必ず確認してください。 

 大学院共通科目群および大学院横断教育科目群の科目についても、指示がない限り、KULASIS

での履修登録が必要です。 

 

全学共通科目履修登録 全般事項 

 手引きの「履修登録について」（下記 URL）の p.45-53 を確認してください。 

https://www.z.k.kyoto-u.ac.jp/pdf/link/link0792.pdf 

 

 その他、各自確認してください。 

⚫ 履修登録スケジュール（重 要） 

- 学部 1 回生向け 

https://www.z.k.kyoto-u.ac.jp/pdf/link/link0970.pdf 

- 学部 2 回生以上 

https://www.z.k.kyoto-u.ac.jp/pdf/link/link0972.pdf 

※青字部分をクリックすると手引き等の関連ページへ移動して詳細を確認できます。  

⚫ よくある Q&A、履修登録 Q&A、外国語予備登録 Q&A 

https://www.z.k.kyoto-u.ac.jp/qa 

⚫ 用語集 

https://www.z.k.kyoto-u.ac.jp/qa/frequent/3 

 

 全学共通科目の中には、履修登録までに事前申込（①予備登録、②先着順申込）が必要な科目

が相当数あり、事前申込の手続きを怠ると希望するそれらの科目は履修することができません。

事前申込の必要な全学共通科目は以下に分類されます。予備登録は授業開始前に行われますの

で、日程に注意してください。前学期に引き続き、大多数の全学共通科目で履修（人数）制限

を実施しますので、事前申込の機会を逸することのないように注意してください。 

 

①予備登録 

外国語予備登録 

 KULASIS の外国語予備登録ページで実施します。外国語予備登録ページのオープン後、対象

科目のほか同ページの案内を必ず確認してください。補足事項は下記を確認してください。 

 予備登録の流れは、手引きの「外国語の履修について」（下記 URL）の p.55 を参照してくだ

さい。 

https://www.z.k.kyoto-u.ac.jp/pdf/link/link0796.pdf  

 令和 8 年度のアラビア語初級においては人数制限を実施する都合上、学部 2 回生以上が履修

を希望する場合には事前申込（外国語予備登録ページ）が必要です。 
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「全・英」の表示がある E1・E3 科目 予備登録 

 予備登録期間 1 はアンケートシステムで、予備登録期間 2 は KULASIS の外国語予備登録ペ

ージで実施します。外国語予備登録ページのオープン後、対象科目のほか同ページの案内を必

ず確認してください。補足事項は下記を確認してください。 

 「外国文献研究（全・英）-E1」は、同じ科目名で副題が異なる授業が複数開講されますが、

同一開講期・異なる開講期どちらにおいても複数履修が可能です。ただし、同一教員が授業担

当責任者である授業を複数履修した場合は同一授業とみなされ、修得した単位の修得年度・修

得期の早いもの 1 つのみが卒業に必要な単位として認められます。 

 予備登録の流れは、手引きの「E 科目（英語関連科目）の履修について」（下記 URL）の p.70-

71 を参照してください。 

https://www.z.k.kyoto-u.ac.jp/pdf/link/link0798.pdf 

 

履修（人数）制限科目 予備登録 

 予備登録期間 1・2 とも、KULASIS の履修（人数）制限ページで実施します。履修（人数）

制限ページのオープン後、対象科目のほか同ページの案内を必ず確認してください。また、同

ページには自然科学科目群の実験・実習科目に関する履修申込案内を掲出予定です。 

 予備登録の流れは、手引きの「履修（人数）制限科目の履修について」（下記 URL）を参照し

てください。 

https://www.z.k.kyoto-u.ac.jp/pdf/link/link0968.pdf 

 「スポーツ実習 IB」は人数制限科目として取り扱われますので、履修希望者は予備登録を行っ

てください。なお、学部 1 回生のうち、所属クラスに指定されている曜時限のスポーツ実習 IB

であっても履修希望者は予備登録が必要です。手引きの「スポーツ実習科目の履修について」

（下記 URL）を参照してください。 

https://www.z.k.kyoto-u.ac.jp/pdf/link/link0800.pdf 

 統合型複合科目は人数制限科目として取り扱われますので、履修希望者は予備登録を行ってく

ださい。詳細につきましては、後日 KULASIS に掲示します。 

 

ILAS Seminar-E2 予備登録 

 ILAS Seminar ページで実施します。ILAS Seminar ページのオープン後、同ページに記載さ

れている内容も必ず確認してください。補足事項は下記を確認してください。 

 予備登録の流れは、手引きの「ILAS セミナー等の履修について」（下記 URL）の p.84 を参照

してください。 

https://www.z.k.kyoto-u.ac.jp/pdf/link/link0804.pdf 

 

 

②先着順申込（予備登録終了後） 

 上記の予備登録の結果、申込者数が定員を超過しなかった科目では、申込者全員の履修を許可

したうえで、空き定員について先着順申込受付期間 1 から先着順で申し込みを受け付けます。 

 申込者数が定員を超過した科目についても、履修を許可された学生が当該科目を KULASIS の

履修登録候補科目設定画面から削除したことにより定員に空きが生じた場合には、空いた定員

への申し込みを、キャンセルが生じた期間の次の先着順申込受付期間（先着順申込受付期間 2

または 3）に受け付けます。なお、即座にキャンセルが申込者数に反映されるわけではありま

せん。 

 先着順申込は、KULASIS の履修登録ページから行ってください（予備登録で申し込みを行う

ページとは異なります）。履修登録ページで科目検索をしたとき、「申込者数/定員」欄に表示の

https://www.z.k.kyoto-u.ac.jp/pdf/link/link0800.pdf


ある科目が対象です。 

 この先着順申込においては、先着順で申し込みを受け付けると同時に履修を許可（KULASIS

の履修登録候補科目設定画面に表示）しますが、授業開始後に申し込みを行って許可された場

合において、それまでの授業を受講できなかったことや課題等を提出できなかったことなどに

対する教員による配慮は原則としてありません 

 

 

（補足事項）外国語予備登録 

［学部 1 回生］ 

 KULASIS の外国語予備登録ページで単位未修得者クラスまたは再履修クラスを予備登録で

きる学部 1 回生は、前期の「英語リーディング」、「英語ライティング－リスニング A」、「ドイ

ツ語 IA」、「フランス語 IA」、「中国語 IA」、「スペイン語 IA」を履修し単位が認定されなかった

場合に限られます。後期から英語、ドイツ語またはフランス語への変更、あるいは 3 か国語以

上の外国語として新規履修を希望する場合で、外国語予備登録ページで単位未修得者クラスま

たは再履修クラスへの申し込みができない学部 1 回生は、10 月 14 日（水）13：00 までに

速やかに全学共通科目学生窓口に申し出てください。 

 

［該当者のみ：外国語科目における例外措置（履修調整）について］ 

 以下の条件 1～3 に該当する学部生は、必要書類を期日までに全学共通科目学生窓口に提出し

てください。申請が認められた場合は履修を許可することがあります。 

1）一開講期に 3 クラス以上（ドイツ語、フランス語、中国語の中級・上級に限る）履修す

ることにより、その開講期終了時に卒業が見込まれる場合（ただし、修得済み単位数が卒

業に必要な単位数［卒業論文などの必修科目の単位数の関係で 90％超の要件を満たすこ

とが不可能な場合は、その必修科目の単位数を除く］の 90％を超えていること） 

 ※2 クラスまでは各自で事前申込をすること。 

2）一開講期に英語リーディング単位未修得者クラスを 2 クラス、または英語ライティング

－リスニング A 及び B 単位未修得者クラスを履修することにより、その開講期終了時に

卒業または進級が見込まれる場合 

 ※1 クラス目は各自で事前申込をすること。 

3）上記 1・2 の他、その開講期終了時に卒業または進級が見込まれる場合等の特別の理由が

ある場合 

⚫ 必要書類：申請書（全学共通科目学生窓口、または KULASIS->全学共通科目->ホームの      

「ダウンロード」から入手してください） 

⚫ 申請期日：10 月 20 日（火）13：00 

⚫ 申請方法：メールにより提出のこと。（宛先：730jugyo@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp） 

 

［大学院生］ 

 大学院生は、外国語予備登録の対象外です。履修を希望する場合は、先着順申込受付期間 1～

3 において申し込みをしてください。なお、大学院生は、英語リーディングおよび英語ライテ

ィング－リスニングを履修することはできません。 

 

 

（補足事項）「全・英」の表示がある E1・E3 科目 予備登録 

［学部 1 回生］※希望者のみ 

 予備登録期間 1 では、学部 1 回生を対象に、アンケートシステムにて「全・英」の表示がある



E3 科目の申し込みを受け付けます。申込期間終了後、申込者数が定員を超過した場合は無作

為抽選を実施します（以下、本予備登録においては同じ）。なお、予備登録期間 1 では、学部

2 回生からも申し込みを受け付けます。 

 予備登録期間２では、予備登録期間 1 の申込者数が定員を超過しなかった場合に、外国語予備

登録ページ（「英語」のカテゴリー）にて「全・英」の表示がある E3 科目の申し込みを受け付

けます。なお、予備登録期間 2 では、すべての学部生を対象に申し込みを受け付けます。 

 学部 1 回生は、同一開講期に「全・英」の表示がある E3 科目を 1 科目のみ履修登録できま

す。 

 

［2 回生以上の学部生］ 

 予備登録期間 1 では、学部 2 回生を対象に、アンケートシステムにて「全・英」の表示がある

E1・E3 科目の申し込みを受け付けます。なお、後期開講の「全・英」の表示がある E3 科目

に限って、学部 1 回生からも申し込みを受け付けます。 

 予備登録期間 2 では、予備登録期間 1 に当選科目のなかった学部 2 回生に加えて 3 回生以上

の学部生を対象に、予備登録期間 1 の申込者数が定員を超過しなかった科目について、外国語

予備登録ページ（「英語」のカテゴリー）にて申し込みを受け付けます。なお、後期開講の「全・

英」の表示がある E3 科目に限って、学部 1 回生からも申し込みを受け付けます。 

 学部 2 回生は、同一開講期に「全・英」の表示がある E1・E3 科目を 1 科目のみ履修登録で

きます。ただし、前期に「全・英」の表示がある E1・E3 科目の単位を修得していない場合で、

後期に「全・英」の表示がある E1・E3 科目を 2 科目履修することにより、その開講期終了

時に進級が見込まれる学部 2 回生は、必要書類を期日までに全学共通科目学生窓口に提出して

ください。申請が認められた場合、2 科目めの履修を許可することがあります。なお、1 科目

めは各自で事前申込をしてください。 

⚫ 必要書類：申請書（全学共通科目学生窓口、または KULASIS->全学共通科目->ホームの 

「ダウンロード」から入手してください） 

⚫ 申請期日：10 月 20 日（火）13：00 

⚫ 申請方法：メールにより提出のこと。（宛先：730jugyo@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp） 

 学部 3 回生以上は、同一開講期に上限なく「全・英」の表示がある E1・E3 科目を履修登録

できます。 

 

［大学院生］ 

 大学院生は、「全・英」表示がある E1・E3 科目予備登録の対象外です。履修を希望する場合

は、先着順申込受付期間 1～3 において申し込みをしてください。なお、大学院生の履修を認

めない科目が一部あります（手引きの p.70 参照）。 

 

（補足事項）ILAS Seminar-E2 予備登録 

 「ILAS Seminar-E2」が科目名で、それぞれに副題がつけられています。よって、同一科目

名で副題が異なる授業が複数開講されますが、同一開講期に複数履修することが可能です。た

だし、木曜と金曜に開講される「ILAS Seminar-E2: Biochemistry Principles（生化学の塾）」

は同じ副題の授業ですので複数履修を認めません。 

 ILAS Seminar-E2 の当選を理由としたクラス指定科目の曜時限変更は認めません。時間割を

よく確認の上、申し込んでください。 

 外国語または「全・英」の表示がある E1・E3 科目の予備登録当選科目（キャンセルした科目

は除く）と同一曜時限に開講される ILAS Seminar-E2 に申し込んでいた場合には、予備登録

の抽選時に ILAS Seminar-E2 への申し込みを無効とします。 


